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第 1次大戦前の中国紡績E業の再生産構造

一一！十ij血大生紗i献の発展企rj:i心として

L方t

I 近代的品｝j縦工業の｛、，＇tili:づけ

II t!i綴工業の局地的性格

Ill 江蘇.；~i「 J地方の itJ'l,,t構造

むすびにかえて

（土しん：

本織であっかう主題は， 中国紡繍工業の再生産

構l告という＇h妹課題であるから， 対安的な1g11援の

中でこの課舗がどうし寸位置をr1iめるかを最初］に

l~J (!/1じこして.： ; ＜必要が;t,7, ;;) 。 三ぴ） －~般的々 J/\J題

に！もIJ息して、 み近の41J f~近代史liJI冗；こお U て ιIHI

しておかなければならないのは， 狭間直樹氏，石

田米子氏からJN，起されjι 辛亥ギ，：）午／〉基本（t'Jt,; l.li)J 

悶を人民大衆による反帝皮封建闘争に求める見解

でふるい 1）〆J ljl.井彦七店IIKもいわjしるごと〈、こ

の，，1,j調文は「中i且の困難ほ近代酌花肢は人民大衆

による帝国主義，封建主義，および後者の再編を

支えたブノレゾョア的改良主義との徹底した闘争に

よって，それのみによって産み出されたJ（円 2）と

νうことを明らかにする意味を持っているのであ

るが，それ以上に，人民大衆の動向は「フ）レジョ

ア的改良jの枠を根本的にのり越えて，単なる

「i5:代化」ではない問題，五・匹i運動以降の，特

に土地革命の段階に至って前面に押し出されてく

る尽帝・反Jr建閣争σ7統一的把jfi.；というれ絡をWf

芽的に示しており CU），したがってこの両論文n
近代史研究全いっそう進展させると同時に， とれ

かr
I l] 近

.. -ιR’B 

ゲf:
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までの近代史研究の成果を現代史にまで発展させ

る一つの基礎を築いたという意味を持づてくるか

らである。それゆえこの両論文に対上じさせる形で，

従来の近代史研究の諸成果を整理された他4〕里井

氏の視点には基本的に賛意を表しておきたい。

しかしここで留志しておかなければならなヤの

は， このような里井氏の整理方法について重大な

挺議が提起されていることである。すなわち 11¥

は、中国近代史研究の方法・観点を三穏に類型化し

ただけjであって，現在必要とされているのは「中

licl迂代史における比較史的方法と世界史的把長

（リイ司史的抱擁＝園内契機と世界史的発展ニ国際的契機）

の閣連の理論化の試み！であるという小林一美氏

からする批判 (ll5〕である。

いうまでもなく， lド国近・現代史のあらゆるfl;]

VJiの解明は「半植民地・半封建と U、う規定をど行

理解するかに関連しているのであるが， その際重

要な鍵となってくくるのが，小林氏のいわれる国内

的契機と国際的契機をどのように関連させて把握

するかという問題である。そしてさらに，［半植民

地・半封建j という封建制および帝国主義iこ対置

される，経済史的方法論からいえばいわば発展段

階を異tこするこの矛盾した概念を統一的にとらえ

うる視点は，封建制および帝国主義両方からの矛

析を最終的に一身に担い，革命のための主体的条

｛牛をみずから創造していった人民大衆にあってtよ

じめて獲得ナることが可能であったのであり，狭
皿－槌.
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1J:1的契機と ll:I際的契機の統一的犯握という J.ntJ~，だ，.1二山問、 11fU1il,j氏び）研究がバf出iされるのも，

この再生産構造白｛約二に依拠するのでなければ，問題を正面治る「3 あっかおうという積禄的なi主勢が

_':; '.tざまの資料山中に埋もれてしまう恐れがあii: ft氏び〉整Jlj!そこ：こうミ主；JiてL、；5,jゐムーでふ 弘て守

すな j）ち ~t1Iはにおける資本主義の進展は：1,!Ill 屯〉「宇品〔 I（，：命研究をイ¥"I花！民主！士今一つの

人民大衆（f）支配す「に対する不断（／）闘ノ作i/1』

しり主u日も

封建制およ

び資本主義体fjjl][fすの一段階である帝凶主義といぅ

'JU仁＜，発民段階び）接点という怠味をt'r.，ているの

(-r'.J ,'.,_ ;lf-；でありえ／.i.いことは11)-jらかで，h"1i",j, t, 

む＇・ill’宅f引を・・，ti七｜；主義；二従属した ir'l判［ij家権力どの

闘争（＇J 問題（二 E で M~ J：在民主せることにある！

この；友人三に位rfi:-5けられる歪みの中にそ・0ふり、このJ,7、の強調にあ.) 1：こ。わlとされるよう i二、

0) ,r'七十ちが i手かu上が.）て〈るであろうからであそうでありながら小林氏の批判がなお有効な店、

この統一的な把j由主人民

大黙のfllilに立つことによって~ー可能となるので

'j己に述べたごとく，るGf与井氏「！身内論文へHtf1Jと

（！）試問氏が中［｛！内i郊の資本主主の

中内近代史の主要なr/H題ではrn、

l味を持ってくるのは，

して提示すら司

発民の問題を、 そのためには人民大衆の主体的条件の解

本協の中i玉i紡iリ］が ~LI江主iに芯定されねばならな，，，，

？に，J;, 

あくまでその問題へ

接近するための前提を用意する以上の意味を持た

績工主に中心を置く方法は，

として」、る：，＇，，：、，叩これに i辺j£hL .て1,1,flたともア九二レ

ワリ γート削／l¥n給過？？の中間的な特誌のよL体（10

1'.f_ふらわilとし C山口弁i判官f祭？氏本 i-:..；，；正山発JJ（に

ーパ、て全く ii.Hしてし、t.c；、点， 13）このは1’f-FfJ’1¥ff;(

L、え上うっ

(IL I ) け：！日111'1(,Jl【I,1,1j11一代史： jパr;~ 'l'i十）！ノ！二め

し） :J r' tノyfiiJil', ；；ふつ れづめ；る，＇，＇ Il ( 1-l~; "(• J （『 t~ Iい

!'t火、JUJ t~ め L:J、 99 > J, 1964:i11 J J）。 i,111、t了 r;e 

'-. 干（，o，ノ＞IL'i）守j,.l）（常連lfoj （東川文化研究所制『 •iUI’

λ｛仁川だ，1JrK:r.於』， :.i¥37111t, li(i fli40九九月〉。

(ii'. 2) 'i' ilrぎ仁 l『•1；「 l !1¥EI，正fUI::沿f'，＇.•こ 1%1 j」J ; -) 

• ，・，え ／jにマノL、」（『片？！と学研究』， 312,; , 1966;1 

5 i! l，りベーン／。

(I]: :1) { i 111米r,163ぺ／ υ

(i,:4) 1JIJl'J' ..のす、i立：.；：, -＂＿）＇：：【iJ主f全日＇fえた！にに

fl.よ：，； jしく〉， γJ、／殺す？？をのl11 r,1の＿）［＇/J'i Vノlr[1J )J ~- t'/! 

人主犯陪約に.ci'Y>, L ／：がノて「！－ ,';i¥tii,j;_'; Lこ一一一二 c'I

l），＇.介、漫人支配階級ぷ〉凶際的向 'I'}, iせLt:[e~ 家芯~， ι

＋~， y,1 ， ととぷj見され←こいる店主I_, f二J'オ口：一j ( '! ！ 

i じI'::,2 .：，ン） ：こ，r，千：
,: I，ド郎；；f』／，n・生i仁と foU号士4 fえ宇な刀、 ｝， i給制f

11'-J fぷ1-':！亡。丸山J:.f｛， かil：ヒ I.Cゆく，/ibt己主！らえ J--, 

,: Lζいる」 C 'l'.-Jトら七f'.i, らべ－ ＇／）小 tii正明lC:,

洋jr'i,_,',:ii,', l三人♂J{j}f’汗，そし一ζ与＼ 3；こi→，，己1Ji:l/:J, {ill！九

日叫しJi,)f '1t、あふ。

Cii：：日） •］、付 J-( •l1l1{i!J. f＇，史 JJt,J'I＇にョベ、ご J(u!W 

リ：f州 Ji'』， 317,; , 1966｛ドlOJJ),7〆、ージQ ！」t較ゴ：

後に持ち越与るべき問題は多L，、とないのであり，

イIトl:jt¥：びJ[if支怜丸山と f，ぇ資本主義に｜弘Ii主L〆て，

' ) ｜付注支配階級山ソ Iし：，)] ／）＇ そJJ現象1111よこ.；）

とし、〕外よょにll：，よってL、ふ，，：，，、、 iY山：＼ } (r'.JL:正HJ

人j豆大殺の）JをlL出トこfrt:1 I I＇，した IIYiニノドさjLる，

とし1ノ布告JU1'-Jな条f＇！：をは本的に i比定するri11,1，.こj
 

i
L
 

rr. -ts /i，後おける資本とみ発恨のJ'1配布的心解11/]/J川

の課題として残主れてL、るとし、う近代史研究の現

-uょわち）J[11］としてはj矢作＼j,i伏に由来してL‘る

近代史がii .-fl:!両氏によ＂＇て提）（己主れて L〆、なが＇）‘

究の現状かじして，｜民族の視点・ iii♂界史的把誕の

11す的発展追求とは‘1，／＿；：無関係中
九f見点泊二、

それゆえ

I~♂！立：「社会｜高1/.i:i-i正（！）淋，h;的発民jび） f ,' 

L、1r一1：一とうと L、う，J、jヰ；氏J）｝足f余いり）がt{lji占メ［＇i(Jなj主lネ

8j こと／、（l)で？；去と，こ叫（士、れだした」

±－）－：：「ってくるのであるu

本稿の l11！~紡続T；；亡に関する与をミは， との残主

ごぴ）

際近代史研究し＇） 11苦成果より提起ミれてきてL、る［ll
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Ⅰ　近代的紡績工業の位置づけ
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的方法」とは，いうま Eもなく「散絞首後の民主主義

本命・民主主銭的交荷主が現実の課怒として認識されて

いた時期，；；，変革のι休像（＝近代的人間類裕）とその

日休の史的以民（イキ） ；？，市民草命におけるドからの

資本主義の滋）Jという問題意識をもって「各閣におけ

ろ11:会構吠体内継起1¥"J.'ft '1（というノj;) Jで発戻してき

二 ι）の批判美， fi〆、ージ〉てあ U，一方「ドJ界史

的tl1:握」に関しては，と記方法論への批判として1950

＇＇！＇皮の歴史戸研究大会ア ffl=1朴U：：ス iり提起汚れた，

「，，（国主説H'r代の歴史的必要肉をイト：＇.，場合に， ！・んに

封建的なものから近代的なものへの移行という先展段

Wiの図式 'cr;r；介的にfl'J'.＇［にするの，；＇；アは不充分 J 〈訂，

111,1、郎『f"i'Wl義と民外』，東京ペゴii¥板｛：；， 1954{f, 

67ページ）であり，「むしろ今日までの全体としての資

ノ卜仁義的［廿界，， ｝構造σtZ引手が問題j (52ベージ〉であ

ごという「【！C:k'i的契抜」三重視すか，＇／；請を引 T '), 

lをに「世界史像の再構成」としてm題が設定された。

での問者か統一的にtl11押する「原:Bl'的な方法Jについ

に，和Lil/,j,',j 氏よ t; IこれをU 、ン原理的討；会jは

組織されず，「原理的討総を欠くところに／Ji＇.乱は必烹 j

であった（革ll 作！春樹「策γ ジア廃史像の検討の ri~· ；m 01 

I山にj〔「J快史学研安L 311号， 1966年4月J,3:'iζ 

ジ〉という批判がある。

（注6) 司1井彦七郎， 58ベージ。

〈注7) 'I' ii彦七虫I＇，民～ 9へ
(rJ:8〕 小林..・た 8ベージ。

enュ9) 小林・・｝Jc 「十九世紀にわける中同農民闘争

＿／）諸段階」 u~塚史学作製『東アジア近代史の研究』，

"j Jにの水五日， 1967年）， 262ベージ。

I 近代的紡績工業の収霞づ打

った悶 2＼また行lfl雨時期，張之洞によって計画

された「撒布局」も， その設立は洋布を排除する

ための絃布生産を電視するものであった位3）。

ところで洋務運動における軍事工業から民需工

？；へのとのような転換 er営符商弁j時代への移行〕

をみるとの時期の研究に関しては案外にその数が

ゆなく，最近になゅでようやく中村議氏の北洋派

官探を中心とする一連の研究ひ14)によってある程

度その構造が，明らかにされてきた状態といえよ

ら。これらの研究は「中国に対する帝国主義の圧

力は，たんなる付帯的条件あるいは内的条件の動

閃ではない。また帝国主義と封建主義が別々に，

M列して，中国民衆を圧迫しているというもので

もない。それは一見中国の内部的問題にみえても，

外圧の法則はみごとに貫徹Lており， 玄た一見，

外出とだけみえても， そこには内部的諸問題は反

映しているのである。わたくしは辛亥革命時期の

必要矛店のあり方は， 中国人民に対する帝国主義

と封建主義の同盟であると脅える。その同盟の具

体的表現が清朝となるj位 5）（傍点引用許）といわれ

るごとく，近代史研究において提起されている「間

内的契段ど国際的契機の統一的把握j という課題

に接近するための試みとして位置づけられるので

あるが2 ここで注目しておかなければならないの

は， この時期tこ関する洋務運動の研究がわが国で

中国に最初に設立された近代的綿紡織工業は， はきわめてまれであり， わずかに波多野氏の工業

日川年に一部分生産を開始した「上海機器識イii局j 化問題に焦点をすえたもの以外には本格的なもの

であった。 1880年代といえば，洋務運動初期に輿 はなかったOH）という状況にあって，中村氏の研

された軍事工業はすで、に確立し，その関連産業と 兜がその水準を決定してくるのに対して，中国躍

しての鉄工＊＇鉱業，鉄道などが設置された時期 史学界においては革命後の歴史的発展を位置づけ

である位1）。紡織工業もその一環として設立され るために，中国における資本主義をどう評価する

るの？あり，そのため設立目的として第 1にあげ かという実践的な課題を担って活発な論争がくり

られているのは外国製品を排除すること，なかん 広げられていることである位7）。

ずくその中心と目される洋布を排斥する三とであ 民族ブルジョアヅー形成にあたってその系譜を
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北洋派官僚集団に求める中村氏の見解は (It8），中

！弓Mlにおいてはさらにそれを押し進めた形で郊循

Eの研究に見ることができる位引が，中関歴史学

界ポ直面している課題がらい》て多岐にわたる論

争の過程でその基本的な対立点は中国の原始蓄積

過程の評価にあるとい》てよく， 7l日循"iEの見解も

中国の原菩過程は外［i4資本の影tm，のもとでようや

く1880年代初期に始まったという認識を前提とし

ているか 10'o これに社して中村‘氏；の民伎プJレジョ

アジー把握は， かれらが従来の伝統的な商品生産

や手工業から「系譜的拡起的」に発壊したものでな

く，したがぺて官庶只ff資本家とは階級！ーで質的

な差を持たず，「すく守れて政治的概念にある」とさ

れるのである（社1),,'1，開の原苦過程に）ki1る論争

は，洋務運動研究状況を紹介された林要三氏によ

って整理されているがパ12），氏の浮価に主れば「当

面の洋務運到研究でft，この原醤過稜の分析が決

定的な弱点になっているjcu 13）ということであるの

以kの次抗からい，' C' この抗手I］はや村氏の見解

に対していq そう躍主要な意味を持ってくるのであ

り，たとえば中村氏も問題Iこされている上海機器

織布局は，後に考察するように計画時の織布生産

という目的が設立後綿糸生産へ切り変わるという

ごとく，現実過程に！在面すると日ぽ同II寺iよその性

格を変えていく。そしてこの現実過程（下部構造）

の動向との関連を技きにしては，氏のU、わゆる「ミle:

3芸矛盾」を基本的に明らかにナることはできない

のである。

原蓄の問題もこの現実過税と民族プ／レジョアジ

ーの関連を分析する主要な方法論としての意味を

持ってヤるのであり，問題をこのように民間する

ためには，林氏がさらにいわれる「外閑資本主義

の対華侵略と関連させて， ｜湾内市場のif；／戊過程，

あるいは植民地市場として世界市場に組み入れら

ラ。

れて行くi昼寝を段階的に，構造的に追求する必要

があろう。このほか，洋務運動を封建支記の再編

強化としてとらえるなら，洋務運動に反対する動

きを洋務派内部の反対派あるいは民族プルジョア

ジーに限るのではなく，半植民地半封建化にとも

なう会村の構造的変ftと対応させて，農民段階に

まで拡大して検討する必要があるj(, 14）という問

題にまで視野を広げる必要があろう O ＼（、いかえる

なら，中国紡掠工業に関する問題t土当時の半ti/(

民地半封建化の過程で， その設立と発展がどのよ

うな形で， その深化とかかわりを持ったかを明ら

かにするものでなければならないといえるのであ

るが、そこに問題を展開きせる前提として， との

時期大きな転換を》Jくす帝国主義諸国の動きを見て

おく必婆がある。

19 lfl：紀末の世界史における中国の位置づけは弔

つぎつぎに世界的な視野を開きつつC,115)各地域を

分割し従属させていった帝国主義諸国にとって、

残された最後の地域という意味を持っていたので

あるが，「資本主義世界は， しだいに一体として，

いわば世界体制として発展しつつある」（iil6〕とい

う蝿勢にあって， この時期中国は地域的な分割の

対象としてではなく，総体としてそのような世界

体制に組み込むsべき存在としての新たな意味を持

ってくる。いいかえるならこの帝国主義的世界体

制は，先進国における国内の矛盾（（i17)をより遅れ

た地域へつぎつぎに転化していく系列の完成とし

て把梶することができる。 この意味でこうした世

界史の動向は，後進国たる中国が世界的な矛盾の

ン執守的なはけ口という役割を受け入れる方向に古

い体制を再編していくと同時に， そのかぎりで遅

れた体制を積極的に維持する作用を果たしてくる

のである。 このような古典的な概念としてずパi'(!f.l

主義的世界体制は，狭い意味では一応 1914年の世
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界大戦まで保持されるが， この間帝F:~l l：た；山首の

lド｜司に対するj輩出は、 --Jj「で武力的に占い体制を

ト書強しつつ、 経済面においても、 主ことえ：王別々 に

j’央i草1；；設権をJを1与しそれに「手って資源を：存取する

とI，、う形態を捨てて共同｛苦款を通じて鉄道設設を

行ない（ I )8 , こうした借款を通じて清朝に依拠し

てL、くと L、う形をとるようになる。

帝国主主諸問が中同に上り自由に資本；を投下し

うる条件が作り出されたのは日清戦争の終結点と

しての下問条約で、あり（ii19!, 1897年には早くも英

国資本による「老公茂紡織局j，「'Iii干11紡織局j，米

｜可資本による「鴻源紡政局」， ドイツ資本に上る

l瑞記綿紗廠｜が設：，にされ（ I 20¥ また「開平砿務

j斗」が英国にf己却されたのをはじめ北洋平！JZ僚のこ

とごとくカゐ民国の掌出下；こはし、 IJ 〆1120, ~': Gりt王カ￥

英国資本iこにる｜瑞t/i機持倫船工廠_11!，ぷ＼］＿ーさjLる

〔I22）と＇ ＇う状態であり， 1916年末の中i!;.!<l）：外偵’総

得ii土110メ兆77kfcにものぼるものであ－＇た （1, 23," 

二）l fこけし悶1J~ か c', l土 l利権回収j 沼郡jが起こさ

}.r.るのであるか，たとえば開平砿部品iこっし、て「従

来初l強カaq, i+J.どの不、I乙等条約を開店Lてfh（取した

形式どらがい，中国官僚資本家との勾結による rrr,

ケト合資」という新）j式を採用しており， f支の列弦

による中国鉱権浸略への新たな道を開いたものj

ハ24、l どL、うざとく， ラもの鉄道借？ととも並んぞこう

した外資の清入は＇ t'[Jヨ官僚資本家のn-1作化を通じ

て行なjコれたものであっTこC -tな＊＇九・主党iこ1900

年をj克に完成したといわれるこうした帝問主詩的

附界体制は、主た中国国内におヤては、外かムの矛

肩をさらに11-J部へ転化していく体制の完成左して

の意味を持へ それゆえ中！'Elの半椀民地化の深化

に｛半って南側の「新政j
l ）， これに対応する部紳

(I) ／／レジ｛ f的改良政策という支配｛木市I］の新たな

iヰ編成／ぃ；川、られるCl25：工とになる｝ そしご二の

支配体制の再編強化としてのブノレジョア的改良政

；哀は， 1~1 体制の l::fこ新たに苛税を添加して押し進

められたものにすぎずのl26), こうした新税の増大

が「この時期の農民暴動の最大の原因jU¥27）とな

ってくるのである。 換言すれば，外からの矛盾の

内部への転化は， 問機構の再編強化を引き起こし

つつその矛盾をさらに人民大衆へと転化していく

；品程として， そして最終的には， それらの矛盾を

いっさい担わさ、るをえなかった人民大衆の動向の

うちに具体的に現象するものとしてとらえること

ができる。 官僚勢力が以上のように帝国主義諸国

との妥協へ傾斜していくのに対して， 辛亥革命の

主動力を人民大衆にみるというごとく， たとえば

この革命に至る前段階を両した利権回収運動も，

A民での他の大衆の参加を見る時期を11度見I］して運

動の［頃的な相違J，そのま［］＿It、子と綱領の違い〆 12め

合：雪崩するものでなければならえ仁L、といえるo

190:l {j・の「商部ji設立にみられる清朝の民間企業

明JfifJ策tt C十291, そのような形で常に大衆への犠牲

の｝rpし－ if}を古il主主としていたのである。

ところで帝国主義的世界体制をこうした人民大

米のi見点からとらえるのであれば， このような先

進両の資本進出と波んで， この時期英国綿糸を駆

返し－y ＿）（，＇煩してさたインド， 続いて日本の中国

rri J-J}，への進出を注r1しておく必要がある。 いうま

Tもなく帝国主義諸国が世界体制としての系列化

へ弓干る衝動の要因は，

への資本輪出であり，

先進国からより遅れた地域

下関条約締結後いったん計

ntiiされた中国における紡績工業の設立を中止する

(•! 30〕に至る日本の行動に見られるごとく， 英国植

ヲー

」民地であったインドの中国への進出とともに，

うした系列化の完成は遅れて発展してきた諸国の

中間への半製品たる綿糸の輸出どし、ろ動向により

際n干に／］ミにされるといえよう。 そしてこの fンドお

ラI
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よび日本がらの中国への綿糸流入こそ，先の原審

過程の問題とも関連してこの世界体制の重要な性

格を決定してくるのである。

イン）＇綿糸陀関しては， この流入によってほぼ

中国全土の農村に士布生産の拡大発展がもたらさ

れ，こうした士布生産力1従来土布の斡出地であっ

た江南ヂ／レタ地帯・湖北南部地域との蹴合関係を

戒立させっつ， これら！日来の士布生産中心地区へ

機械製綿糸の浸透を換組した経過を明らかにされ

た小山正明氏の研究がある白山。嘉村に大規模に

ぜニユブアクチ品アが生成してくる動因を明らか

にすることによって， 小山論文lま明末清初に発展

してくる小商品生産を民国時代にまで関連させる

視点を切り拓くことに成功しているのであるが，

マニュブァクチュア成立と展開の諸条件に関して

はのちの検討に議られているとはいえ，小山氏の

志図が農村におけるすニュフ rケチュア形成の検

出にとどまっている， いいかえるなら内的な発展

の継起にのみ焦点がおかれていお点は‘ その直接

の動因が外国綿糸の流入であったこと自体からし

てその問題設定に矛盾が生じてくるであろう。す

なわち近代史研挫の現在の水準からいって， この

論文は氏の設定される以上の問題提起の意味を持

っているのであって， とこに明らかにされたよう

な形で外国綿糸の流入を動因としつつ，農村に手

織業が拡大発展してヤく経過こそが中国農村の半

植民地化の具体的な姿， その世界体制への従属の

過程であし こうした子織業が農村における！日社

会構成の内部から生じてくること自体， この構成

体に依拠する官僚集団およびそれに対応する郷紳

ブ、ルジョア層のブノレジョア的改良への有力な基盤

となったと考えられるのである〔注却。一般に支配

階級は下からの新たな動向を支配体制に包摂しう

るかぎりでその体制を維持しうるのであって，内

ラZ

的な発展過程でいえば，いかなる古い社会におい

ても下からの新たな動向によって絶えず変質をと

ヴつつあるのであり， その意味で，この時期の清

朝のブノレジ苫ア的改良も，下からの動向に対応す

る支阻体制の新たな再編強化とみなすことができ

る。そしてこうした経過は， 中国を世界史的な全

構造の中に位置づけることによって， その総体と

しての半植民地への傾斜として把握しうる点が注

意されるのである。この時期の外国商品の流入は，

中国農村に帝国主義諸国および清朝の二重の基盤

としての意味を付与してくるのであるが， およそ

このような意味で， この商品流入は農村に新たな

変動を生ぜしめつつ，同時にその新たな動向を旧

機構iこ密封したまま位界体制に包摂していった動

因としての役割を果たしたというこうことができ

ょう。

ことに徴妙に一致し亡くる，常国主義諸国およ

び、清朝の旧体制の維持と支配体制の再編成による

外からの矛盾の人民大衆への転化という，外国商

品の流入を動因とする半植民地半封建の深化の方

向がこの時期の主要な性格を決定する。紡織工業

独自の課題としては， こうした状況でその再生産

過程を確立することにあったわけであるが，以上

の性格に関連して注目されるのは， それらが設置

されると同時に顕著に現われてきた結績部門拡大

の傾向である。上海織布局は開局とともに隆盛を

きわめたが，なかでも紡績部門の利益が特に著し

く位33), 1893年に至って李鴻章は結績部門を新た

に拡充する決定を下している位34）。同じような事

議は「湖北紡紗局Jiこも起こっている。 1889年の張

之洞の最初の計画では，織布機1000台に紡繍機そ

の他の機棋を配属する件3めというものであったの

に対し，両湖総督に任ぜられた後（目的， 「中国に

:j;jいては綿糸の流通が最もう利益が大きい。前に定
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めI乙織布機， 紡議機はわずかに涼布の用仁あてる

どけであったり今紡織織を 2倍にし，また7Jljに綿

寺山機を備えぐ内1jiこ決定した紡績践と新たに設置す

る紡績機の用に供することにする」 Cii'37Jという計

画カ‘立てられるのである。この事実は，紡絃仁業

び）仕立には，外国綿糸の流入に上って農れに全般

的に台頭してきた手織業の動向を無視しえず，む

しろそれらを債極的仁丹生産過科，，，包摂していく

ものでなけtしばならなかったことを示している。

この事実に、 二九ら中itHJ；績工業が清朝の fAジ

ョア的改良政策の一球として設置されたミとを結

びつければ、 この設置がこの時期の一般的な方向

（世界体制への総体としての中国の包摂と湾内的な半植

民地半封建化の深化〕をそこに体現していることを

釦ゐことができょう。寸，にわち、 微視的f仁川1hiで

の併生産構造確立の方向が全構造的な視野での再

生産過程と軌をーにするところでのみ， とりあえ

「存企業の吃恨の条件は確保されるとレう J 斗く，

中国においては半植民地半封建化の深化という大

半iしにそう形でのみ， 二との発展は保障されてL、たわ

けである。ここで問題をさらに具体化する必要が

めるが，その苦味で， 1896年から1910年にかけて

設立された El企業の中で， f改組，貸出，売出さ

れず増機増資できた唯一の企業」 (il38）である1899

午南通に設立された「大生紗廠j の事例が参考と

なるであろう。

（注 1) 下：E編『中戸＇.＼ 1t業革命級紙,ii（上海， 1929年

p:[f)i)，印へ←子。

（注2〕 光緒8年3月初6日，「試勝織布局摺」〈！日L

汝州事暴『李丈忠公全書』，実縞巻43〕， 43ページ。 「進

111 i；貨以ti{li大宗，近 1＼＇ 待国錆数弓、二千二三百万余

両，洋布為日用所必需，其価又較士布為廉，民間争相

ii持JI!J。

（注3) 1正経15年8JJ久16口，「九九！ミ織布日照J（張

之澗撰『張文褒公全集』，巻26，奏瀦26), 8ページ。

（注4) 1Hl義氏の法論文については以下。 1 i,'i末

政治と戸J僚資本－l]S'ii壊の役討をめぐって－J〈東宗

教育大学アジア史研究会編『中関近代化の社会構造J.

大安， 1960年〉。「字会革命の誇前提J(Ii歴史学研究』，

188号， 1955年10月）。「帝濁主義形成期における中＼Ji!

社会構造」〈『歴史学研究』， 303号， 1965年8月〉。

〈注 5) 中村義「辛亥革命史研究をめぐってJ （東

洋学僚協会編 f東洋学報』， 45tき，第4号， 1963年3

月）.552ページ。

(il: 6) 佐伯有働「中国近代史研究についての若千

の刻題j （『摩史学研究』， 311号， 1部S年4fl), 12ぺ

シ。

en: 7) 林要三「中尉歴史学界における洋務運動研

究J（『於史学研究』， 311号， 1966年4月）， 16ベージ。

（注8) 中村義「帝国主義形成期における中国社会

構造」 （『鰹史学研究』， 303j九 1965年8月）.21べ一

二〆。

（店長9) 郁循正「洋務運動布l資本主義発！長関係問題

一従募昔、商人資金型IJ官僚私人企業ー」（『新建設』， 1963

'Iこ3Jl), 10＇ミーージ。

（討：10) 何F循正， 5ベ－ yo

(il:11) rf1村義， 22ページ。

（注12) 林要：：？， 20～21ベーン o

(iH乃） i＊要三， 26～27ベン。

(i主14) 林要三， 27ベージ。

（注15) rHl朴［！日［常国主義Ii与fl;：の忠、必死文化J(I!'刊

界歴史ふ 23巻， ~·r技力店， 1969年）， 413ペ ジ。

（注16) 江口朴郎「帝国主義時代 I一総説ー」（『世

界歴史』， 22巻， l丹波警店， 1969年〉， 6ベージ。

（注17) この「矛h'Uの概念は，たとえば江口朴f!i;

「帝国主義時代の思想、と文化」， 413ベージ参照。

Ci主18) 佐伯有一「日本帝国主義と東アジア」（『世

界歴史』， 22巻， 1＇；波 ,it店， 196911),298～299ベージ。

〈注19) 井上清『日本帝国主義の形成』（岩波書店，

1968年）， 57ページ。

〈注20) 厳中 4 『中国綿tJi織史稿』〈北京科学出版

社， 1955年）， 345～346ベージ。

〈注21) 渡辺惇「Yd世凱政権の経済的基盤ー北洋派

の企業活動－J（『中出近代化の社会構造J，大安，1960

年〕， 147ページ。

（注22) 李達編， 67ベージ。

〈注23) 陳真，銚浴合編『仁I• 国近代工業史資料』， ；；｛t

1輯（北京，生活・読書・新知三聯書店， 1957年）， 1 
・，，

＂＇ーー：〆。
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（注24）；ι三1事， 147・＜ジ。

(il:25）イlffU/(:J¥ 123・'.--c,.o 

（註26) ;; .'i J正た ft'舟」： irnrにむけ ＜ン SJ.ii~ ,::i 'lt t / 

'l Jョア寺？ノ＇；， I イR:J1rii」（『井i史学M光』， 183(J, 1955 

q 5 fl〕， 28ヘ ＞ o

(il:27) ｛［川米 T,123・ 、ー＞＇o

〔／！ 28) ,;)j f奇九現 rr干1::11・ r,,1 J／立死量：； ~;; tヘ＇（ .;,-; I (I: 

ιf/' ；＇－｝；＇［： リl 戸子 i11f 花パ ！•，， 正＇1.'IIHU, 5 ,:, li({f11391: 11 

Jl ), 123ベーン O

(;L29) ：同亡例『Ii' I 1ミむi工業）CI必ずリ、高i.u ( I ii1i，内

/1) 1,J出向f, 1931'.i ), 67 ' 

（「1'30) 'i」ーがi,58- シ。

(il'31) !:llii 明「 i'！＇，末： i•I ’J に I I J-；：，ヰi'ic'f;i!被，＇II',,・,

,,i，し人J(.,i /¥ 111 IJ) 0 n ；＇.：糾i『？itにs11≫-i/i｝［冗J:, 必i十人，

1960’i 7 Ji〕， 90～92・ '' 与 0 

(i 132) ！＇よ I＇.「耐えぞか析すに 92ii＇＇説、 fl 一：ろ ；；；｛：，~

！？に J礼、て ll, ごう l f「江主ゴ1I'. I ti ::7 !',', j乏にわけら

卜1.'ii,, i! ;,K(iりJ~: i'r i・ Jムけ＊＇: : ＇勺 l》 1,・ ＇・、ω

(ii 33) ；；；：人l：γ，105〆t

(,134) ，’ii;J9'' 5 } 251＇，「，＜；｛｝手 td?!U U} ~• 

:c'' ；－＞令，，l』， 凶作 :114), 42ョーノ乙【 てr , " I di>( : , J}i,(1 

中心科；；1TI··~.·＋サ ¥ I, 人 、子， " ;er，＼..前Ii，子ii':100 / i '. ,p，λ ｝ 

(;)35) ヒ：，；15118 'i ［リ 6I:, I＂.：，，せ町長｛；！｝川 1日J, 8 

，／。

C i.136) i;,; •I ：ド， 108 〆しージ。

(i137) K'!¥16午 4;122r1，「致以上lui＼＇欽 ，＇（ J （『J，丈

T♀J 1'. t( J, ~ 135，厄＇＇ .Tl4〕， 9～10“ノ 0 

「汁 38〕 1f~ 111九 141・' ＞の

II ! ti l司紡拡亡業のJr;Lt出的n栴

「｜布i由大生；1Jnil1iJ はうた f三が 18%ij：に，~hi併を点て

•11) 当時湖北官皆であった，；J;；之江，，］ふるん紡績j換の

./1、Fげを受i十て’ lメ99今一に紡績機之一｝；今4

,1,1万日（）（）両のi見十主でr,1gたしfこ，j、企1こにす4 ぎhか〆，

:1 年後の1902年には；｛＇， Jjj山jの資本をL ≫ミ 1ラf-，＿，コ

民1mi!hら集＿，／1乙二とにi&J)jして資本 ；＇；K)J向、 ;~,}) 

翌年（こは新たに張之ょ［，］より紡縞尚三 ）｝ iり（）錘のJム

［てげを受け、また民間より 30万両の資本を得たが；

来，数年を経ず L什：方tJ号機4万β（｝（）雑、 資本u:nJ

ラ斗

両とし、うはぽ 2｛去の規模にまで拡大することとな

った， I 2 ¥, この発展を紡iよ数のみでみるなんラ マ-c 

のJへてが張之掛から払L、「げられたもので， iお

部片？を各地に，，定置した張之掃の意rt,1を張：与が受け

た（， :1＇怠 II｝しか持たなし、のであるが， この設立に

あたっては， 宵僚がらの1二j歩をさらって民！前かん

の資本がtr.かなか菜ま人ず， 紡続機の払下げさえ

も’（＼］荷台弁の点：は張 :L＼：がそのい／、 c~ I,、を引き受け

るといろこどでその代金 25万jil,jが上うやく集まっ

C ,, .ゐ状態であり（， 4 l, しfこが－，て、 設立さiiた

の九iこ急速に資本を；集めることに成功した点を詑

Fl L〆ておかなければなムなL、c 大正ドー紗廠の資本は

’白商の資本50万，年息泉町、

で三めんれたものであるが，

施期3年と L、う条件

実際に集まった資本

i土4ろ；i(こj：よt王子， そのため張行は計両以来s{f 

！百11l~1 i/1'.資余：集めのために7キ労した Eいう。

た資本不；ιのなかで， この資金のう士、にはすでに

f'(r,£！、！ I :117000余j,l,jがた主れ， ；薬業後も手I）主主び7

：：ぅ）＇en 1が株主に支Jムわれている！日＇ 0

ごこにし、う「有，日＼！とはまた「宵干IJJ, 「:if店、j

とi,j司、L, この制度による左利益，欠掠にかかわ

りf；， く株主に同定的な官手ljを支払わねばならず，

三のため手IJ潤の中からまず官干ljを支払い弔 その後

に営業利益を決算するものであり， 主た官手ljの水

準トt1·~~手I）貸手lj率によって左右されたという（汁引。

すなわち当時の中同における金融市場は， 高利貸

手IF字が支高己的であったわけで， こうした一般的な

競争を欠く状況において資本の移動は確実にその

利息が支払われるという条件のみで起とりうる。

ヂcnJJ¥台、 たとえば rtrl豊紗廠jに見るごとく，

uu~ 、の投資とがJ綴工業への投資が等置される卓4

この例のように紡結工I 7 ， 態が生じるのであり

業t立高利貸的性格を持った資本の投資対象のーっ

にすぎなか， pt：.リ そ Lてこ日した資本の移動は投
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154,429 
302,412 
298,296 
::126,776 

第 H定外向綿糸の流入状況

/1) 苓q,5港 (5年平均）（単位・担）

｛［・・ぽ I1ギリス｜インド！日 本合計

I IC%)! 1(%)1 i(%)1 
1894～98;6,838! 441 99,95662.8;50,635:32.Si 
1899～033,939( 1.3; 215,8957I.482,57S:27.3i 
1904～086,62{ 2.2) 216,44176.675,12325.2, 
1909～134 4561 1.4 223,81568.598,50530.11 

l’ i I I 

資汁さとの~）J主・友全性によってのみ、決定主れた

どJ非らtiる山でJ勺ぷ。

J(l/11・プ）資本企首ご山九三子治‘ i付艇であ〆pた背l;Uこ

:t唱すでにr&_i人して I.、た企;to）経告がかんはしく

たどに（工「rn<H；；下の手kから冬にかけて Jjiliふ，F / 

, .l ＇、

，三）挙jヒ3港

今 i変イギリス インド日 本台三！

（うも）｜ ["(%)i ,(%)! 
1894～9812,721 4 1212,602,67.4: 89,95428.5; 315,278 
1899～0310, 797, 2 .5173，応641.1,239,09456.4;423,747 
1904～08. 9,174! 2.0213,86?46.6235,42051.4' 4!う8,461
1909～13! 1, 9631 0 .4?01, 539戸11354,470;63.51557,945

Wli ifi) 厳中ード『中l号線紡織もl:稿』（！ヒ京，科ミシ出版

位， 1955，；ド）， 130～131ページ。

じりやや 5 港は［jf~，卒波，燕；;liq，九i工，宜Go ::t医
.;t 3 r在は天津，煙台，九琴，！、｜
！現の i貿易統i,トy立様~;t,:ゐj から，直接の外！Ji!からの輸

入および他港内、r、の輪入の総計より，さらに外凶へ

必輪出されるものと他港へ両院wされる数量全除去

Lて， ？与fitで討1・1をされるタト凶綿糸数量をえたもの。

)-.:Ht浴晋などの

点、る L 寸土 1·.J；~t をつと

/pg益，;{t，糸ii1J!,;¥i tJ点滅：｜犬柱、で、

ll/1 / t 岸、；~） ＼、itj長Jf；を f'/11二し

作人；If守このことを｝;ll ｝ごvγご紡i立企りにJI', L、

(11資；［＇.：：をな、タト l上うと「ると lfを以って｛ι、ごし

l：、 1状態があ，たc :ti）市大；＇L1・1身

m--1~1 t1三円 1::1ド2,lj rrJ r Vic o）綿花＿－－；c:.r;:: c-ii庁；糸を紋；

l パt二｜

二itをお＇.：，｝ C；、〆｝綿糸をrむって綿花を買うハ
‘y
 

dy
一

i壬引か不可能にでも tc..Jた：コ工i誌を閉鎖Lて、、

とJt悟す，ふほとに活必が；Cし

く， 19011'I－＇－に；主義干 111:Jtn;sLの：；t;'tfで綿糸が111のよ

ill 資古・；二jfs・j」

m2表土liiJ綿糸総供給起 (lji{立： ）iW.)

!Ji]内総Jミ aふ ー

，よt淳一訟 判Pl入綿糸；蛍 iJ応供給量

1 9 1 2 . so 230 I 310 
l 9 1 3 i 120 270 390 
t 9 1 4 I 160 250 410 
1 9 1 5 I 160 260 420 
[916 I 250 1 却 i 490 

（出ポ） 呉承洛f示）＇今世中 lcf;J実業通；I,,；』上巻（上if1j:，商
ftrP書館， 1933',f), 105ページu

しかし大it紗

初 年l支；こはろノi1,l,i

ぅ；二 i市 ~-c）一心という状Ji&であった。

！似の制づiげ，：，己｛Lゆきは好ii.'ilで，

年
l'.JO:¥If-'.（二；；t

それぞれHJlj1 ，~i ，ゴ（ J iJ1,t,1 d〕利益がふ.，た。う〉隠k，淀

:r.のた／） (T）資本を！；；；った 1901年に ＇｛.，ては初｛！‘肢

の利益のがJl O｛］＇人 ιH刀l向の純益をあi「てし、るので

治資のあ•）だ 19()1 「［.，,J》1屯症をふ；丁、

その発／11,¥j必f'1tでill:[こ二＇二見ることく，ある l ' 10 '0 

εL  C 一首ーなのは利目とよ骨資の密接な関係であと3υ

縞工業山依拠しえた綿糸 iii場とはどこを指すのiおi邑大生がこのように芯述iこヰI]以上の資料えl冶ム，

江蘇省紡績工業の毎年の、J~ Ii在日j資料によふと，

ーかに広範な綿糸市場が存在

して ＇： 、たた Jわであ•） t.こことが先1らilょう。

ところでお l衣に兄る外凶綿糸の流入lt，培北，

潤をあげえたのは，

ことに内陸部に関し ζ はじ頼出向放につし、：：；よ，

だし、たし、におL、てそ

の版w~は当地の用に供せられるものだったとし‘う

すべき統社がないけれども，事北を

中心に日本綿糸の流入がさ、増：..・・）.）＇わりたろえ，

既成市場へのこのような 11￥の訓jるみにはグンピ

卒中はすでに fンド綿糸の市場カ：rit立し‘

第ヨ表iよ民民71；年から1915年の間の綿糸の, , , 12; 。

当時の紡績機の80%近くがね；it-！内生産鼠ムである。

見込， j折｛上地方に集，11していた（.1Iむことから，

数字iこ上ってi可地）jのおおさ、っぱな生産量を知る

ことがでさくふり 二jl i斗心其fjflの上l本およびインド

この

ング11女：有力hとられ亡L、たと L、う＇ 11 0 すなj) h当

ヰll艮紡誌に主日〉全般（｛Jtc ll寺の綿糸l行効の状況は，

ラヲ

市場の形成を＼ ＇土ど 1字らにはずiーさt，；＇、t:/)7;, it"•,·’ 

モオLでは：llii」｛tり紡こうしたがυ兄で，f二日〉であるむ
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同i也）jにおからの J:;f;j,'Cl）綿糸流入を）J[Jえれば，インド f.'?i~＇； ＋，；：，入

(1:•.{,'/: 1.IJ) 

トJ年への口本，令＂＂ τ;cH辺、＇＂ら

けゐ綿糸｛共給尾はほぼ iりfr＞！ミの 100万.j'[I以トカ‘，，

](11らt1三日〉三（｝｛｝万.in以上になると想定されるn

第 4）乙にhi,み上d正悦！討を：i出品してれ｝住；二Xtして，

（：・！（＇］送

公式に悦W-l全{jctl）約91)j}II に~＼.'/ /( ，，、のごある。

i凶（， i.( L、で千十地にJ仏1iJll.-~ J. Lた数設の多寡を〉、IIゐ J

a般に速i同JU1，、び）輸送/;' /)' i）；上 hL、日）｝ぐキ〉ど，；ウ：ラ

統，J：こfJl，わh！仁Lリト周検fl"i'.はi毎L輪j去であり，

!d与！!i，陸送も 1''iJ也の用 Iiこ戸；め Jムなら、以上よ

j折iL付近であり：11Ii寺の［：要な綿糸供給＇）（：，が江蘇，
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I fン ド 似

〉／こという傾向i上J巴起することがでさょうし 1-10 

~r主 t-fl 'V・f t なl ：）；乙を •ji方一》二び｝綿糸di地に院iL干し

東北のー；大diJJ)j ;.~ Js 品
けιドサぷ，

l1J岸良i¥

ノたのi払｛日出よ i’i官、革、q，と lil,,ltに［古j！）ミう二土にたるi

l:i '・ 1.' .・） 。出，j}d; 上ひ；i:lll点、九も品川、に華－ll,

w1t＇に ！UdK11二｛中ひ二 L、く傾1,,jは把握すること点ゐで

よ？会のであるが，少なくと -LこjLらの資料のfま｝，＇，

C点〉る 191:'l令二iに｜怒し・cf土， 1在中，華北へのi11出綿

糸の輸送は 1904～08年の時期に比

;i~＇，〆伝のみみ i今b・，；；＇；）也が伝か ＇） fことすればー

~ct 1：；伝カ‘ム各地へ怖送された的；l，！品

間 ijl＇.！日 I I 19}3汁； 1914午 1915年 I1910¥ ' 1917午

前H :i', I 
(lff.'r: j11) ,l18.0956G2,267 673、613766、901 908,197 
in iii i 

(1j1iγ：，E) 4li0‘409617, 945 Gci9噌 9S2897 , 26:s I ,06:i、020
m絞治ーん ｜ 

(! 11.fi,:: 1と） l:l7, 045 210、1892()4, 26X clfi3. 192 429,909 

（！日行）I') 汀叫す＇~；／＇：庁：：：r 三 fl綜 Ti t:l/iVn1ijft j乙IKNi付
対」 OlEC¥h，正予：F'(S';':'.'¥'U'f江＼ ・ft 1919平入 19・:

ーンυ

ーナふわれ上海から各地その最，力IIしていみのに，

・、愉送された綿糸誌は供給：ほの；t割以 iごに過ぎな

したがっ亡第 I次大戦前の中函紡績工業の綿

一般にn：揃地方に返点を［泣く局地的な

し、G

糸，rn誌は，

t'H谷山；1；~，、ものでめったとするほうが妥当であろ

;f 5表外l瓦INr, ＼モ， rf1同綿糸の：色）［，日＼］＇］阪 i(:,r；正（5 11: ・VY.J) 

(1, 長i工中・｜→流治への時入 c11:.1,t：担I)

{f" 外 i斗市＇rl糸 I ,1，耳鳴糸 ii' 

C%'ll (0ら）！
1同94～9月 211、CJ:l.S 8ii4 33,424 13 6 
1白99～03 486,795 77A 141.813, 22.,1 
1904～（kl 5J7,3]i:J 8J.2i 108,459 I 16.8 
1909～13 49パ415 72 o; 19-U 67 2持。

245,:159 
!i28,ii08 
645,777 
行92,582

示。 l釘j盛大生に例金引くなら，［員長路tこJJい亡f;l,

綿糸はiffi,JH，海r1%tr1:1が多数を占め， での残りが

粗布i土専ら長江ー；mに版上t毎決r1IHJに輸送され，

Iぶといい、崇明大生分廠に J ル、・cも

も［販売

I 1二泌恒目i原抄廠j も「販路は江i'lfrl両者が多

出l』J,i毎11う境内が多数を占め

17）という。 また「設計十i宝iI昼紗廠j

j也は；存在j;¥,l, iI:Iごし ：主張し i上品川， i古t門等jく＇！ 181とい

I Jl/Y:ili'iはまfこitfi外I,

さJt,るj

""' I 

ぜ、 ， 

f山 市｜ヒ4；企への輸入

外｜口 ：i),t 1!=1 ir"1綿糸；

！ 一 .(%)1 一一一！（%）｜

1自94～9凡I31S, 278 93. 7 20，品53 6.::l 
1899～03! H'.,9日5 97 .1 37‘向fiG 7.9 
1904～O内 5,l:l,5:.C9.吋9.4 63『 397 10.6 
1909～13 581、433I so.1 144司 757 19.9 

(Iトi同庁〉 Rじturnsof Trade and T, ade Reports, 

Pt. II. ii&中；I'-J't'!lユ棉紡微量：稿j〔！こぶ科学iU版

tl, 1955 ＇.同， 1-15くージ。

' ’＼ 
II 

:Cl:16，日31
4白0,821
596,926 
726,190 

56 
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いといわれている」（i-U9〕ということであったので

ある。

こ（ハヒうは綿糸市場に比られる民地れは， 綿花

の入手範囲に関していっそう顕著である。 大生紗

廠が南通に設置されるに際し， その期尚としてあ

げらjlて＇，＇るのは , :1-J j,,r外江の問。） ＼；ど1t!J/J；比較的

便利」 f ど（）であるとと九以， 以前九》ら IJ:.1泌華！＆~

紡織総！蔽」が通州の綿を多く利用しているという

ことでi凶Hliこも紡績工業の設立が京まれていたう

え，すでに通州にもたらされる機械糸を購入する

ものがようやく多くなり， これを売買する商人も

しだいに多く， この地の綿花は県外に輸出されて

原料としこ清いられ lJJ!J+ilの手ljはいことに外に溢

れて 二二』こし、う

通外｜の綿花とは， i有通，崇明，将来，海門などの

県に~し c ,r22l，東西川0t{I, I宇j北150余.mに淳する

産iベ；E川信；省で最も広く、 産額は:if.ごといこ豊富に

なり，低年平均約150力知的後を.'1¥：し， pl']辿，崇別，

両廠で用いられる以外は大部分上海に運ばれたと

いう 1I 日J！、江蘇省』こむし、て最大の綿産量を誇るも

のであ＂＇ tこ。 このように大生紗顧の南通設震には

豊富な綿産の裏づけと通州農民の機械糸の購入が

重要な契機となるのであるが，綿産区と紡績工業

との関連i土、 第 6表に見るように当時の紡嬢工業

における一般的な但向であったのむある。こうし

た紡織工業と綿産区の結びつきは， 紡績工業の原

綿入手に関し，仲買人の仲介を受けたり（＜J24），「花

行」，「:JtU」に出向νて購入したりする方詰：W25）と

ともに「各紡績工業が綿花の購入所を設立し， 各

産地において直接農民から購入する」（／12めという

方法がとられたとu、うことく， 企業の関心がもっ

ばら問中i入手と生産過程の生産費に関連する面tこ

集中していたことを知ることができる。すなわち，

綿糸の販売に関してはそのような直接の行動はな

第6署長 中国紡綴工業の綿産地区との関連

出it：灘：ij年時）線産地区 l紗瓜

I i i大生紗廊i
l釧綿花片山悼驚震泌治iドl守，，，

k欄：18州賞江欝霊？喜担：蛤g晋，｜議警驚管
叶n・. ぐ）その日士通州に次はじめ10

｜ ；江蘇省嘉定民 I 
! : （注）この地には紗廠がな｜

j燦定綿花約14万担！いため，王手紡業に用いら｜な し

i無錫などへ遼ばれる ｜ 
I lれる以外は上海，蘇州， I 

すすすi : i太倉済泰
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f江蘇省紡織業状況外編』 f無銭，江蘇省実業fr::n
一科， 1919年）， 1～2ページ。漸江省綿花につい
ては張一凡主編『紗花布疋交易以上海，著作人番
屋， 1940年）， 2ページ。紡織工業については厳中
平『中国棉紡織史稿』， 341～352ページ。
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E，南北約80盟J( 2ページ）とある。

かったようで，一般に 「紗号Jの手を経て売却さ

れておりい 27l、そのためこの表は綿糸市場で見ら

各企業ごとの局地性さえ示してu、るれる以上の，

のである。

ところで， 以上にみた第 1次大戦前の紡繍工業

がこのように局地的な性格を持つものであれば，

これはまた先の後進地であった華北方面に新たに

台頭してきた農村手織業とは直接の関係を持って

いなかったことを意味することになる。 この局地

f向性格は，［すでに先進地；h'Hこあっては，太平天国

後急速に農民は資本のために従属されつつ変質し

ていったのに，洋務期 3,40年にかけて後進地の農
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くる過程なのであり， そこに資本主義的ウクラー
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は単にマニュファクチzア生成の段階に止まるも
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は外向綿糸の流入によって，第2には「鉄輪機」
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t関L，その時還にの，℃綿布商人が勃興Lてきた
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れのrjlに組み込まれていくことになゐわである。

中間が全体として世界体制に組み込まれたとい

う場介， あるνiよ華北が完全に帝国主翼に従属 L

たという場合具体的にはほぼこのようなととを指

すのであるが，後に見るように外国綿糸の流入は

江漸地方を例外とするものではなか／〉たのであ

り，問地方の帝悶主義への従属は華北においてみ

られるような一般的な方向に規定されていたとい

うべく，たとえば江蘇松江について「農民が 1年

間懸命に働いて得た所得はやっと衣食にあてるに
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行している」（／134）といい，また江蘇江障について

「近年人口は自に口に多く， また生活程度も外国

勢力の侵入によってしだいに高くなっている。と
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「華商は粗糸を多く紡ぎ，

日商は細糸を多く紡ぐ云々O

かに組糸をしのぎ，ある時には12倍以上にもなる。

その綿糸の価ははる

れていたことである。このため民民の綿糸

f入寸ぺ t干し、 f: （ ナケ〆白
←3 ～、d、‘ zd～＼’‘ー’

また11直も廉ムく，

を紡ぐ者は次第に少なくなり，

~'Ill く均一で，

故にi二mt紡掠工業の供給は，数量でいえば日商が

もとより華商に如かず，価値でいえば華商が日商

に速くおよばなし、j (/1りという，中国紡績了ー業が

「組糸」を中心にして発展してきたという性格は，

このH本綿糸についててし主った」，：. 2 .：どし、う。

広東省irii頑にむける記録に日本の綿糸はされめて

（［むこついていえばイン F

綿糸とそれほどの相違はなくし：1），その綿綿糸は

fンド綿糸に比べて販路がはなはだ大き 1;,(I .j ！と

あり， 1897i（＇.の江蘇省鎮江に関する記事に［イン

中同市場l二適しておけ，

こうした価格面に具体的に現象する

制約条件に規定されていたわけである。

したがって，

付本綿糸は増加iド綿糸の数呈は減ったけれども、
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江蘇省各地の紡綾工業の綿糸は10番手， 12番

手， 14番手， 16番手， 20番手が普通でありは8),

日本綿糸が20番手以 tを占めるのに対して， 16番

手ないし16番手以下の粗糸が多く紡がれたという

（｛主9）。そして16番手の綿糸は「最も広範に用いら

れ，その販路も最も広い。 これは内地の農村の手

織用木機に 16番手綿糸が適するためである」（；HO)

といい，江蘇省海門について「士布の綿糸は以前

は完全に農民所有の手車で紡いでいたが， その後

機械糸が盛行してきたので 12番手の綿糸を用いる

ように改めた」位11)というように，これら16番手以

下の粗糸は農村手織業の聞に容易に浸透していく

ことが可能であった位12〕。そしてこの「機械糸」に

ついて，「光緒20年以前上海に未だ紡績工業がなか

った時には，綿糸は均しく手車で紡いでいた」（／113)

とあり，また「以前園内にまだ紡績工業の生産が行

なわれなかった時，民〈糸は自分でがん、だ者が多か

った。紡績工業が発達して以後，交通の比較的便利

なところは，多くが機械製粗糸を用いるようにな

った。江蘇紡績工業は最も発達し交通も便利であ

る。故に紡績工業の綿糸を採用する者も最も多い。

多くは10番手， 12番手等の粗糸である云々。原料

については，江蘇省各地では大多数を上海，無鎮，

江陰，南通などの中国紡績工業から入手した」

(tU4）という。すなわちここから，当時の紡績工業

はなお江漸地方で外国綿糸を使用するに至ってい

ない手織業を， その再生産過程に新たに巻き込ん

でいくことによって発展していったのであり，そ

の経過が，低価格の日本綿糸が16番手ないし却番

手以上の品質を中心にし，一方でインド綿糸が 10

番手， 12番手の粗糸を中心としながらもなお価格

が高いといった間隙をぬって，低価格の粗糸に重

点を置きつつ進展していったことを知ることがで

きる。またここから，江陰についての「近頃機器

局から出荷される洋糸がある。値段ははなはだ手

頃で糸もまた上等である」ほお〕といった記述，あ

るいは，江藤太倉は婦女が 1年中紡織して生活し

ていた地であり，洋糸が来始めた時にも人々がこ

れを喜んで用いるということは一向になく， それ

を混用した布は売れ行きが悪くなるので布商も購

入しなかったのが，上海に紡績工業が設置される

と機械糸の便宜にかなわず，人々は群をなして購

入して布を織り，布商も選別することができずに

一括して購入せざるをえず，現在では農村に手紡

による糸はほとんどなくなってしまった（住16）とい

った事情を理解することができるであろう。

そしてこの16番手の綿糸こそ，通州綿糸消費の

中心を占めるものであった。第8表は江蘇省にお

ける綿糸の品質と用途， それに使用された綿花品

種についてのまとめである。この表より，通州綿

花が12番手から 20番手にまで最も一般的に用いら

れ，また16番手以下の綿糸用途が粗布を中心とし

ていたことが知られる。それゆえ以上に見てきた，

通州綿花の江斯地方における中心的な地位と，中

国紡績工業の粗糸の生産およびその粗糸の農村手

織業における消費から， この局地的な綿糸市場の

内部に通州綿花一粗糸（中国紡績工業〉一粗布（農

村手織業〉という一つの構造が浮かび上がってく

るであろう。さらに，この農村手織業に関し，「南

通はまた江蘇省土布業の中心で，布荘が 150余軒

あった」位17）といい，また「南通，海門は綿花を

産し，農民は紡織をもって生計を立てていた。近

頃外国紡織機器が盛行，洋糸洋布の市場は日に拡

がり，手紡糸土布の販路は滞減した。農民は困り

きって考えを変え，洋糸を購入した」世18〕という

記述があり，したがってこの構造は，通州綿花一

粗糸一粗布（南通手織業〉という形にそのまま置き

かえることが可能である。そして先に見た南通大
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第8表 1綿糸の品質，用途，および使用線＼；／主

泊五時If;--ffl一一点一五7瓦一途
。番手時は余鋭綿7割5分，糊総川粗 布

百，－ L剖 5分 Iii¥= ；え

i孟明丹野説明間I;--::
｜ト4毒事通外l線，あるいは米国紙 2 I m 升i

16番手｜都高ぽ問調鴇貯蓄｜粗綾綿布
I s分 ｜ 手 巾

20番手哩間f日誌土垂2
｜闘は通列l，融の綿，ならび I~蛾綿布

20～32番手l i綿 布 漂
｜に米国綿を混用 I I •－ホ出肺E ｜布，揺綿

32番手以上い函忌ゐ一一一·~.~· l 
（出所〕 T上海之棉紗与紗業』， 4～6べージよりff

成。

生の発展は、 実はこの構造；こft＜拠L℃v、／.：もので

あったと推定されるのである。

一般にこの時期の紡績工業の発展過程は，綿糸

1!i場および綿花入手範聞の局地性ということに結

米する綿糸の低価格という制約条件のもとに，

)1で f'i'Jj盛大生を典型とするこ （／） 上うな昂地的な 1r1:

恒産構造を剖出してい7 たものと考えることがで

さょに 三こド見るようにこの構造は，尽本的に

は農村における手織業および綿花生産に依拠する

性格を持つ。そして注目されるのは，この構造の

流通過程においては粗糸の生産が近代的な形でな

占れるか否がと L、う rgJ題はまったく関孫がなかっ

たとし、う点である。すな，いち外部的な制約を受け

ていた中国紡毒素工業において， その発展は！日社会

構成を否定するといろことでなく逆にそのよろな

古い機構と間質化することによってのみ可能であ

った。いいかえるなら， 二の再生産構造は農村に

イコいと綿花を生産しふるいl主l：布を織る設民によ

Jて以終！￥J；こはゾこ結する七 J）であり方 中1rw1縞i:
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業の発展はそのような農民の動向をすでに包摂し

ている！日機織と当然無線ではありえなかったとい

うことができる。

さらにいえば，たとえば江蘇省惟轡の地は山川

なく農民は午を使1 て耕作するのを常とし，農婦

はl¥'（をメiJって牛を自動、紡織の曜がないので衣類は

皆外から購入していたのが， いつごろからか洋糸

が盛行，村人はみな機を織り， 1尺ごとにIO余文を

倹約することができたじ1'19〕といい，また江蘇江除

について，機械糸が各地に販売されるようになっ

てがら農村の「本布ji土日ごとに売れゆきが落ち，

またずるい人は洋糸をまぜて「本布」を織ったの

で商店は被害を受け， その値はついに毎匹古文に

まで下落し，江陰の農村の貧戸は非常に愁嘆した

(it 20）というごとく，洋糸はその低価格にょうて貧

患の問に浸透していったのであるが， それと同時

l士、その洋糸の低価格はここに見る上うに商業資

本山機構の91でさらに！：布へと転化されてt布の

価格低下を引き起三した。とうした土布は，江蘇

鎮ね：に関し「洋布の売れ行きの減少尤も甚しく，

その上近年本省通州の土布がその販路に抗するに

足るに至る。以前には江北内地各州県のごときは

均しく洋布を用う。近頃土升Iを用いる者次第に多

く，綿糸の情況布と賂同じj(d.21)とU、ぃ，また i鋲

江の住民は均しく土布の値段が廉いので相争って

購入，而して洋布の市場は一転して土布の隆盛に

及ばなくなった。英国綿糸の販路はなお良かった

が，惜しいことに輸入量が多くない。インド綿糸

の販路もまた盛んであるjCi2むという，土布の価

格が低くなったととによって江断地方に土布市場

が再び拡大する状況を塾してくるのであるo すで

に外国綿糸の流入過程で見られるこうした，廉価

な綜糸捗主主設に kる士布生産の隆盛→療伝liな土有I

v')1ti場拡大とL、う構造の倉IJ/LI過手＇i¥1土，中間紡綜仁
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さと与えていたのが， 1912年頃さらに大規模な布商

が現われてくるにおよんでこの種の仲買人は姿を

荒川綿糸frJJi格が外i"Hi'J¥糸1:さらに1:r日｜ることによ

し、 J 》そう大混？とな－／！三Jて，いっそう深刻な形で，

農民における新消していったωお）というごとく，で進行していったと恕像、される J

このLf1 ！日村井直下－－~の！日機構との 1;,n電化は‘ たな発展は絶えず地主告I］やそれに寄生する商業資一体

そしてこの包摂過，；.：，こ包摂されていくのであり，にこうした外同綿糸の流入に伴う：去付の変動にがく

それ地主および富農が商業をも兼営し，F芝iこは，j ：，にその変動をい， yそう進｛設させる拠 L,:,, ）‘ 

がまた新たな布商のrn現によって駆逐されていっ

同時にIf!社会構成の変質を伴っていた

したがって紡横工業のこうした農村手

たという，

寸なわ t~， ~}j 

Lノ）である。

織業へ新たに依拠していく過程は， ！日再生産構造

をそのままの形で前提したいわば重層的な形が想

法工業が再生産過程を確立してい〈過程で必然的

に旧機1$；とlcIJ質化してL、かざるをえない場台、

らV〕IH機構川似lからいえばいわゆる「付建長I]j と

いえどもそれなりの論理を一1"tさせなければなじ

どいろ 4意味？をJ寺J Vていたわけである，.

注よ
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そこに同時に！日社会構成土布生産に依拠十る商業資本はない lつであ 2〕て，

すでに外［1J綿糸の流入によって農村のk布生産t/:

ここに総換言すれば‘立されなけjl,ばならない。その上うな新たな動向変貌をとげてし、く段iヰ？で，

紡績工業の農村への進出が農村過程という場合，i：.丹iに転化せしめ －J－）包摂してい生綿糸低利日格を

それが以上の新たtこ新たな変動を生せしめつつ，したが，〉て911ll1労｛：tl1T＂！，立の， rrっ／こjパ？でよりるカ二、

な構造の負lj日iという形にしだいに集約されていく'J:二り i品tic'J h夜、なもその::Jj[r11fこ］！＇（i{rするのでi上な

この経過によって変動を余儀なくされとi寸H寺［二，むしノ〕とれをL、日とう t1Pしjj{めるJr;でぴ）み1%‘、

その条件が満されるかぎりで工芝た商業資キ；が，その！杉℃ 1./)・t現主れる 11ftたけが浅されてL、た，

先の南通大生への商業Nlll11lへ傾斜していく過程，子経由主；こど·；て代~ ) み、1¥Hir び） H:.'..'"N与 lj~に Ji L、て，

しての変動過程があったと考えられるのである。

ヤ同紡設工業の発民が IF！再生産構造に重層的でな

〈かかわりを J守つものでなけ~lばならなかったこ

とからその再生産構造の局地的な性格はl'l明であ

ー方にこうした！日社会構成総体と資本の転化にはI lご11!L『l(J占；i号全確ft：ーすることがと、主fことし、え上

初jdJ ／；•「y q，.，こ/i)j結

J. ：／｝にとグ， C ,})if村正r'i'Jなrhlおとして 1千点したわけ

上／ここ 1した！lHJF織菜fJ:宅

i足米i上｜｜！社会構成のそjLなりの内生丘ではなく、

ここにまた当時の発展段階とその限界が示されりノ情J査のrtJに｛，＇，： 1字i:,jけ「〉れてし、たのでわ yて，

jしることにもなる。

市通大生が典型とされるゆえんは，

たとえば外国綿ら二手織業に依拠Lうるためには，

このような糸の流入により In再生産構造が変動していくと L‘

新たな構造の総i品位としての創出にあるといえる（.（んらかの農村における新たな防1/,J合前提ルー－') I」、

この倉i]l出品程のむi村ーはいうまでも低のであるが，そしごこうとす→るもしつでなけ；hi工ならなカミー yfこー

したがって南通大生が典型土価格の綿糸であり，たとえば河北官した！三村の変動過程においては，

その発展にとって通州綿花の｛子在が~J.l るには，ヵ、J,LC,v>

'.': ).1ノモ，｛ r

r：＂：；防に 1（川｝i下回出現してきた{lli買人l土、

太、｜川、！；HIハ；仔J_;:;cふむ＇＜、 tUlil ¥: C、,l,1I), 必要不11J欠な七のであ J 》たことが改めて強訴され

、 1'111与の~Jj花貞［~が以上のよ.) 
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な状況にζかれてヤたJj,,¥台，窯価な店糸の正t；主治、； '.Ii主的ということに比較すれば，その詮はなお膨大

どのような形で可能となるかが事 そのF写生F止さw なものであった。すなわち当時の紡績工業は同地

内確立しうるかIiかを決定してくるといろきわめ )Jに産する綿花のすべてを消費していたわけでは

て特殊な事情にあ，－，たわけで，そ内店、i訟で、その発 たか r , たのであり、ことから紡績工業のrft立のた

肢は綿花ど、、かに淑仰iに入手し・1ゐかをいうり色 めには単に綿花が存在するかどうか土いうとどは

条件に規定~れてくる面が大きく、 そこに，tたざi u二， それをどの工う lこ入手するかという条件が

II寺の庁付石工立の局地性の寸出が根さしていたと，＼ 1/D践であ p たことがわかるコ！！HO年代にはい》て

えられよろにた土えば天津における紡績仁？と設立 からの資料であるが，綿布を販売する一般的な「布

グ〕J剤投として， i肝日同事件伶米人百教師iが険・－1t fUど並んで畏村の布誌や行商人から士布を入手

両省を中心に移植普及させた米綿が、｛変質保毛で する「七市荘jがなお健定していたという（ii30）り

物議に不適な在来棉に代わって漸次生産が拡大さ こうした商業資本は先に見たように紡績工業の設

れ，河北省It部でも東河綿の名で普及L始めたご 立も乃めた新たな動向を包摂していく過程で絶え

どがあげんれてL、る＇I・ 2Sのも， こjlにl!fl.iをして喫 ず変動を余儀なくされながらも，場合によっては

I＼まのあるとこんむふるu そして逆にいえば この ！初日がまた布日々も兼併するj ((• :l! iというごとく，

事情はそのけ也条件が悪ければ誌本（JZJ! ,: I厚生陀i~i 色体とし ては常に一体化しようとする衝動を持J 》

店全惟＿｛r:-i-ふことえ不可能であ〆》たごど七小 Lて て：、fてりそして第 i次大戦111jの中国紡績工業の出そ

し、右，＿， たとえば If:伝子II蘇？右前中廠J ,t i綜，111,tれと

4，ど綿花をl守せず， 己完全芝山原料it ｝く 台、 n ：ド；~，

-,:;:, ,{i＼，「（cjjffi''i{iこtUr,,Jv、て入手す一るよと々 各地でがJ

.'r.it_L";tが投J【にされj二ことにより、 山｛／＇： 主主l土）、C'な

を受I)，市に/JH苅ーが滞積し以来はι「1L主れるJ

£6）とL、い，「常熟裕泰紗廠ji土1917ifri出当な綿

花の11百十ちがほ；hlL, 綿糸の販売が滞JBて杯予fが国

雑に陥った。 h；止し、 8, 9月以後綿花‘が安く綿糸が

高くなったので桂台は大転[filしたj( ,, 27 Jという Q

また断江卒波山「干n'.竺紗廠J, ; i重久涼紗廠jは，

lり11¥1折1L't1で／）／i'/1',('lJj：｛穫がなかー〉たことによっ

てE設業を停止する迄に至B ているのである (ilzへ
一)j 1911午の調査によれば、 i白jtj.J,_.fnおよ

衣用のために「内地」へ出荷された通外i綿は 24万

./l-1, 七千正綿，10万担， 太命綿6万t£1.,'',}ti皮杭7万担

の計 77万担であ J 】 fこと ャう。これを中同紡設工す；t

にiドi貸された綿（，争綿）が上海が81J1:irnqB., そ

のはか各地が 3:l万7500tll,,Jll87i05:{:l担であっ／こ
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~It, L;11fの？裕子キ紗J：~d, i大純紗係長J/J 二r 1本資

,j,:n主下位どな，たr1 32）のfとはじめ， そのほとんど

ん二＼＿／，， t，かの庁Jで貸111,，売ti＼し，改正It，操業停止

Lぐいる（／めというように、以上の変動を全般的

なものとすることに次々と失敗してい／ヲた事例の

系i諮でもあったのである。

(ii 1〕 必／1(t,予備：『rt,I母近代 r－工業史資料』， W2t主

CL/Id, 1t1rli!H学院， 1962•ド〕， 217べージ。
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Y。

(ii: 5) 『中両近代F工業'.tif{朴J，討’＼ 2巻，216・＇ー

〆／。

(il: 6) 『n:f夜街が＇Ji設業状況外編』， 3ベージ。

(il 7) 上海尚業儲諮j:JIri調五郎『上海之棉紗与が、

1リ（上海， 1: ifa商業儲系銀七伝，i（部， 1931｛ド）， 20ぺ

’O 

(i]: 8) 『Irr[hi 'L~ ,;L ( ff長十、千'i), ti't'8編』， 23へ
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むすびにかえて

以上に本稿の一応の結論は江漸地方にあって，

中国紡練工業の局地的綿糸市場内部における再生

産構造， その典型どしての南通大生のi屋外！県に基

盤を置く再生産過種の検出にあった。そしてその

構造を総過程としてとらえるとき， その創出過程

は当時の一般的な社会状況，半植民地半封建の深

化をいっそう進展させた意味を持ち， しかも南通

大生の設立条件自体が権力機構のブルジョア的再

編および農村における機械糸の市場拡大によって

用意されたことが明らかとなるのである。

辛亥革命の政治過程については，類型的にみて

iJH害型官僚資本としての立主主派，昌之諜型民族資

本としての革命~. 梁土：治型官僚資本としての北

洋派の三者の競合関係として把握しうるとし、う指

摘がある（＇ ! 1〕が，主らに現実に日llしていうならば，

この競合関係から相互が融合してし、く側面を見落

しではな（－，ないのであって，江漸地方に基盤を持

つ革命派の南京臨時政権成立は f商同・決死隊

といったある場合には背反するこ勢力との連合，

ないし利用によって成功したJ02）ということで

ある。周知のようにこの三者の中から最終的には

北洋派の京世凱が政治権力を掌握し，北京政府が

成立するのであるが，第 2革命に至る過程で上海

商紳の内部では，立憲派に近い分子の圧力によっ

C革命派に近い分子が排除される事態が進行し，

そういう上海商紳は北洋派梁土詰一派との結合を

強くしつつあったという供3＼先に見たごとく，

少なくとも紡績工業に関するかぎりではあるが，

女政権下の北洋慌の企業活動は張審の設立した大

6ラ



1971010068.TIF

生紗廠ど 1,;Jじlit盤にゼ〆〉ものであ， ＇たりここに，

ii:;立派からず！ti判iK，，と交け継がれてL、く三のnsw1
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にI、lJ正十るのでit tc ;, , , その外ff －.－~ 0 r、；こl人Jrn；に
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動向が基本的に歴史の発展方1,・,1合見定し亡し、くこ

とが係＇M，｛される。 ずなj) 九とうしf二重IJI白｝を白；l紅 L

J ドヘ半亥革命の政治過程は， 1r1機構の上にiri.に

/,'if見を添加したにすぎなかった清朝のブルジョア

(f,ji"，（良政荒から，張待！？！官僚資本に見られる新た

次 1rr生産出mをおIJ/[ ＼していく方向への総体として

cハ転換過程とその帰趨を／J守il交してνると考えられ

るのである。
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